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今更ながらではありますが、まとめと仕上げ、そして次年度の為に 

 
 
 

前号、ＮＯ．７７で、次のような家庭学習の意義や効果をお知らせしていました。今回はもう少しお伝え詳
しくしようと思います。まずは①学習内容の定着から・・・。 

   
① 学習内容の定着・・・・学校で学習したことを家庭で復習することにより習熟・定着を図ることができる。 

② 学ぶ習慣をつける・・毎日家庭学習を続けることにより、自ら進んで学ぶ習慣が身につきます。 
 
学習内容の定着  
 子ども達の学習、それは毎日学校において５～６時間行う「授業」や学校行事等その他の教育活動全ての中
で、学び身につけることが基本だと思います。しかし、人間の脳には下記のような特性があります。 

【エビングハウスの忘却曲線】  

このグラフは、わずか一日足らずで勉強した
事の７割以上が忘れられてしまうという事の

データをグラフ化したものです。 
 学習でも何でも一度覚えたことは全部ずっと覚え
ていられれば楽だし、「天才！」になれるかもしれま
せん。ですが残念ながら、私達は一度覚えたことで
も、時間がたてばたつほど、どんどん記憶が薄れ忘
れていってしまいますよね。（忘れないこともあるで
しょうけど。） 
 これは脳の神経細胞が「学習」等の刺激を受ける
と結合が強くなり、刺激がないと弱まったり、消滅
したりしていくからなのだそうです。 
 また、先に「何でも一度覚えたことを全部ずっと
覚えていられれば楽」と書きましたが、実はこれは
とてもつらく大変なことなのだそうです。 
確かに毎日毎日、見たこと、聞いたこと、感じた

こと、考えたことから喜怒哀楽までの全てを覚えて
いて、それが毎日毎年積み重なっていくとしたら大
変でしょう。きっと耐えられません。だから、私た
ちの「脳」は忘れるようにできているのだそうです。 
 それを防ぎ、強く長く記憶する方法は簡単に言
えば２つ。 
 
① 強いインパクトを持たせること 
（大きな感情を感じさせること） 
 
②  繰り返すこと  
  

インパクトをもって大きく強い感情を感じた情報や何度も繰り返される情報は「脳の記憶部分」
が「これは忘れてはいけないことだ」と認識するので忘れにくくなるようです。 

 この研究では同時にもう一つの結果があります。それは１度覚えた内容を再び記憶し直す時、２度目は１度

目よりも忘れにくくなるということ。そして、３度目は２度目よりも、４度目は３度目よりもというように、

覚え直しをすればするほど、忘れにくくなる傾向があるということです。二つ目のグラフは、その一度学習し

たことを、何度も復習を繰り返すことにより、忘れにくくなり定着していくことを示したグラフです。カラ

ー版でないと見にくいですが、復習しないと１日後でもかなり忘れてしまい、日が経つにつれ記憶は薄くなっ

ていきます。（下方の曲線部分） 

一方、復習を繰り返すと、学習直後の記憶量を取り戻すことができます。（鋸の刃のようなギザギザの部分） 

やはり家庭学習、特に学校の授業で学んだ後の復習は、子どもの学力の定着には欠かせません。 

特に漢字や計算などは、毎日繰り返し練習することで確実に定着していきます。 

学校で「わかった」ことが、家庭学習での反復練習によって「できる」という大きな自信に変わります。 

自己実現 自主自立  本物の笑顔のために 
や さ し く 

か し こ く 

たくましく 


